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交付要件

投下固定
資産等
奨励金

雇用奨励金

交付内容

Aichi SR
（あいちシンクロトロン光センター）　

完成イメージ

NanoTerasu
（2024年度～）

出典（一財）光科学イノベーションセンター資料

資料：東北大・高橋幸生

資料：東北大・中村哲也

資料：東北大・遠藤哲郎

（サクランボ）

資料：東北大・原田昌彦

5655

宮城県新産業振興課　
TEL 022-211-2721
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/shinsan/

宮城県放射光関連企業立地促進奨励金
～ナノテラス利用に係る研究開発拠点の設置を支援します～

　県内に新たにナノテラスの利用した研究開発を行う拠点等を開設する事業者（製造業、自然科学研究所等）に、「投下固定資産等
奨励金」「雇用奨励金」を交付します。

●交付対象

・県外事業者が新たに県内に事業所を設置する場合、県内事業者が事業拡張等のため新たに県内に事業所を設置する場合（移転除
　く）、新たに県内に事業所を設置して起業する場合

・次のいずれかの要件に該当する者

① 製造業又は学術研究、専門・技術サービス業のうち自然科学研究所又は知事が適当と認めるこれに類する業を行う事業所の
　 うち、放射光施設ナノテラスを利用する研究開発拠点に該当するもの。

②学術研究、専門・技術サービス業のうち、商品検査業、非破壊検査業、その他の計量証明又は知事が適当と認めるこれに類す
　る業を行う事業所のうち、放射光施設ナノテラスの利活用に資する事業を行うオフィスに該当するもの。

●交付要件、内容等

投下固定資産相当額が1,000万円を超える
場合。（政令市及び中核市以外の市町村に
新設する場合は150万円）

投下固定資産額と開設日から１年間の賃借料
（土地、建物、設備機器）にそれぞれ交付率
を乗じた額の合計額。（最大1,000万円）

事業所等の開設日から１年（若しくは２年、
３年）経過した日に、新たに常時雇用者を
３人以上雇用している場合。

開設日から１年経過日の新規雇用者に奨励金
額（１人につき30万円等）を乗じた額。
※２年及び３年経過日も前年度からの増加
　人数に応じて交付します。
（各年につき最大1,000万円）

宮城県放射光関連企業賃料補助金
～ナノテラス利用に係る研究開発拠点（賃貸施設）の設置を支援します～

　県内の賃貸施設に入居し、新たにナノテラスを利用した研究開発を行う拠点等を開設する事業者（製造業、自然科学研究所等）
 に、賃貸施設の賃料を最大１２０万円／年補助します。

補助対象経費 県内賃貸施設の賃料
補助率 仙台市内１／３以内、政令市及び中核市を除く市町村１／２以内
補助上限額 １０万円／月　

※詳細は下記ホームページをご確認ください。
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/shinsan/houshakouchinryou.html

(1)
(2)

(3)

※詳細は下記ホームページをご確認ください。
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/shinsan/houshakoushourei.html

ユーザー企業が必要に応じて学術研究者と一対一の研究開発の連合(コアリション)を組み、
製品開発・技術開発などの「競争領域」で放射光施設を利活用できる仕組みです。放射光施
設利用経験のない企業メンバーでも、専門知識を持つ学術メンバーなどと課題に応じて連携

ができます。
　競争領域では、各コアリシ
ョン内で開発情報が管理され
るため、各企業の競争が維持
されます。協調領域では、計
測や開発などの技術共有や広
報等により、技術の底上げが
可能となります。　

【整備・運用主体】
・国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構（QST）
・一般財団法人 光科学イノベーションセンター（PhoSIC）
（支援：宮城県／仙台市／東北大学／東北経済連合会）

　２０２4年4月、東北大学青葉山新キャンパス（仙台市青
葉区）に整備中の「3GeV高輝度放射光施NanoTerasu」が
運用開始されます。
　放射光施設は、ナノレベルで物質の種類や構造、化学反
応の時間的変化などを詳細に観察することができる研究開
発基盤で、新材料開発や創薬など様々な分野での研究・製
品開発に活用されています。
　宮城県では、リサーチコンプレックス（大学、研究機関、企
業等の研究インフラ、組織の集積）の形成に向け、研究施設
や生産施設等の立地促進への取組みを進めています。 

3GeV高輝度放射光施設 NanoTerasu ―世界最先端の研究開発拠点へ― 
ナ ノ テ ラ ス

「コアリション・コンセプト」とは…

新たな産学官連携スキーム「コアリション・コンセプト」建設地

東北大学 青葉山新キャンパス内
（仙台市青葉区）

①首都圏等大都市からの良好なアクセス

②施設周辺に東北大学の産学共創拠点が集積
産学連携機構、未来科学技術共同研究センター（NICHe）、
国際放射光イノベーション・スマート研究センター（SRIS）等

③隣接エリアは企業の活動拠点ともなり得る
　サイエンスパーク整備予定地

東京駅 仙台駅 青葉山駅
新幹線

（90分）
地下鉄
（9分）

最寄り駅

次世代放射光施設NanoTerasuの特徴

　　　明るいX線ではっきり見える
り精密な観察や制御を可能にします。実験室系より短時間で計測でき、対象の

時間変化も詳細に観察できるようになります。

　　　使うX線の色や偏りを選べる
X線は波であり、波の長さで色がかわります。X線の色は目に見えませんが、機
を使って識別することができます。

　　　X線の波が揃っている
　NanoTerasuのシンクロトロン光はレーザー光のように波の山と谷の位置

揃ったコヒーレントな成分を多く含んだ光です。

　　　軟X線領域での強み
NanoTerasuの軟X線はSPring-8の最大約100倍の明るさになります。
に軽元素からなる物質や酸化還元にまつわる研究開発の進展が期待されます。

特徴1

特徴2

特徴3

特徴4

国内の放射光施設

SPring-8

（枝豆）
子葉間の溝の
広がり

可食部の亀裂
の増加

〈茹で時間6分のサンプル〉
〈赤〉密度が低い部分
〈白〉密度が中程度の部分
　　 密度のより高い領域は透明化

食の安全と高付加価値化の実現磁区構造を可視化して強力な磁石をつくる

スピントロニクスメモリの製造を最適化

利活用の一例

デバイス内部のナノの欠陥を見る

宮城県新産業振興課　TEL 022-211-2721　https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/shinsan


